
第
二

期
工

事
の

着
手

第
二

期
工

事
の

進
行

第
二

期
工
事
の

完
成

第
四
節
　
海
運
業
の

発
展

一

　
日

本
郵
船
会
社
の

成
立

明
治
政
府
の

海
運
奨
励

三

菱
の

躍
進

三

菱
と
共
同
運
輸
の

死
闘

日

本
郵
船
の

成
立

中
小
船
主
の

動
向

二

　
海
外
航
路
の

発
展

ボ
ン

ベ

イ
航
路
の

開
設

三

大
航
路
の

開
設

東
洋
汽
船
会
社
の

創
立

明
治
末
期
の

海
運

第
五
章
　
明
治
後
期
の

神
奈
川
県
財
政

第
一

節
　
改
正
「
府
県
制
」
と
県
行
財
政
制
度

一

　
県
行
財
政
制
度

改
正
府
県
制
・

郡
制

三

部
経
済
制

分
賦
制
度

分
賦
制
度
批
判
論

戸
数
と
人
口

県
の

行
財
政
機
構

県
・

郡
の

会
計
規
程

第
二

節
　
市
郡
間
経
費
分
担
問
題

一

　
分
担
を
め
ぐ
る
対
立

三

新
法
期
に
お
け
る
分
担
方
式

治
水
費
負
担
問
題

若
干
の

問
題
点

監
獄
費
国
庫
支
弁
移
管

二

　
妥
協
の

成
立

郡
部
の

新
要
求

市
郡
協
定
の

成
立

告
示
第
三
八
号

一

九
〇
九
年
治
水
堤
防
費
建
議

第
三

節
　
財
政
の

実
態

一

　
財
政
の

構
造
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県
内
の

財
政
の

概
観

三

部
経
済
の

財
政
構
造

三

部
経
済
の

構
成
変
化

二

　
歳

出
県
の

全
歳
出

連
帯
歳
出

市
部
歳
出

郡
部
歳
出

三

　
歳

入
連
帯
歳
入

市
部
歳
入

郡
部
歳
入

第
四
編
　
第
一

次
世
界
大
戦
前
後
の

神
奈
川
県
経
済

第
一

章
　
第
一

次
世
界
大
戦
と
京
浜
工
業
地
帯

第
一

節
　
京
浜
工
業
地
帯
の

発
展
と
内
陸
工

業

一

　
重
化
学
工
業
の

好
況

戦
争
景
気
の

到
来

浅
野
造
船
所
の

設
立

横
浜
船
渠
の

造
船
開
始

浦
賀
船
渠
の

回
復

内
田
造
船
所
の

設
立

日

本
鋼
管
の

発
展

東
京
電
気
の

躍
進

窯
業
工

場
の

進
出

二

　
日

米
船
鉄
交
換
と
造
船
業

ア
メ
リ
カ
の

鉄
材
輸
出
禁
止

船
鉄
交
換
契
約
の

成
立

浅
野
造
船
所
と
船
鉄
交
換

浅
野
製
鉄
所
の

創
設

横
浜
船
渠
と
船
鉄
交
換

浦
賀
船
渠
と
船
鉄
交
換

内
田
造
船
所
と
船
鉄
交
換

三

　
大
正
前
期
の

内
陸
工
業

製
糸
業
の

活
況

器
械
製
糸
地
帯

座
繰
製
糸
地
帯

撚
糸
業
と
織
物
業

第
二

節
　
戦
後
恐
慌
・

軍
縮
と
官
民
工

業
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一

　
戦
後
恐
慌
と
重
工
業

戦
後
景
気
と
恐
慌

造
船
業
の

動
揺

鉄
鋼
業
の

不
振

諸
工
業
の

動
き

二

　
軍
縮
と
官
民
工
業

八
八
艦
隊
計
画

ワ

シ

ン

ト
ン

軍
縮
条
約

戦
艦
陸
奥

民
間
工
業
の

打
撃

三

　
反
動
恐
慌
後
の

内
陸
工
業

恐
慌
と
製
糸
業

撚
糸
業
の

動
向

織
物
業
の

衰
退

第
三

節
　
労
働
市
場
の

変
動
と
労
働
者
状
態

一

　
大
正
前
・

中
期
に

お
け
る
労
働
市
場
の

変
動

労
働
市
場
の

変
動
と
友
愛
会
の

組
織
化

重
工
業
を
中
心
と
し
た
産
業
の

変
動

拡
大
と
分
散
を
含
む
人
口

変
動

農
村
・

農
業
人
口

の

変
動

二

　
重
工
業
の

労
働
市
場

大
戦
前
後
の

雇
用
増
大
と
そ
の

反
動

共
済
組
合
の

設
立
と
企
業
別
熟
練
の

形
成

日

本
的
労
務
管
理
体
制
の

形
成

定
期
昇
給
制
度
と
賃
金
・

労
働
時
間

三

　
繊
維
工
業
の

労
働
市
場

女
工
の

比
重
低
下
と
繊
維
工
業
の

動
向

低
賃
金
と
長
時
間
労
働

麻
真
田
工
場
の

発
展
と
衰
退

四
　
酒
造
業
の

労
働
市
場

酒
造
業
の

発
達
と
出
稼
ぎ
労
働
者

雇
人
規
定
と
労
働
者
の

性
格

五

　
労
働
者
状
態
と
労
働
運
動

物
価
と
賃
金
の

変
動

友
愛
会
の

組
織
化
と
大
戦
中
の

賃
上
げ
争
議

友
愛
会
の

労
働
組
合
化
と
恐
慌
下
の

争
議

©神奈川県立公文書館



第
二

章
　
貿
易
・

海
運
・

交
通
の

動
向

第
一

節
　
大
戦
前
後
の

生
糸
貿
易

一

　
大
戦
と
横
浜
貿
易
商

大
戦
と
横
浜
貿
易

帝
国
蚕
糸
株
式
会
社（
第
一

次
）の
活
動

帝
国
蚕
糸
株
式
会
社（
第
二

次
）の
活
動

横
浜
貿
易
商
の

浮
沈

二

　
大
戦
前
後
の

輸
出
入
動
向

輸
出
品
の

構
成

生
糸
・

絹
織
物
の

輸
出

輸
入
品
の

構
成

第
二

節
　
大
戦
前
後
の

海
運
業

一

　
大
戦
中
の

海
運

海
運
業
の

好
況

船
成
金
の

誕
生

日

本
郵
船
の

発
展

大
阪
商
船
の

躍
進

東
洋
汽
船
の

活
況

二

　
戦
後
の

海
運

海
運
の

不
況

日
本
郵
船
の

整
備

大
阪
商
船
の

整
備

東
洋
汽
船
の

破
綻

第
三

節
　
大
戦
前
後
の

鉄
道

一

　
国
鉄
京
浜
間
電
車
運
転
の

開
始

東
海
道
本
線
の

改
良
工
事

京
浜
間
電
車
の

開
業

二

　
臨
海
工
業
地
帯
と
港
湾
に
お
け
る
鉄
道
の

整
備

輸
送
需
要
の

増
大
と
改
良
計
画

臨
海
工
業
地
帯
と
鉄
道

三
　
箱
根
登
山
鉄
道
の

建
設

登
山
鉄
道
の

建
設
計
画

登
山
鉄
道
の

建
設
と
開
業
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四
　
熱
海
線
の

建
設

国
府
津
－
沼
津
間
の

改
良
計
画

熱
海
線
の

工

事

鉄
道
の

発
展
と
観
光
開
発

第
三
章
　
金
融
界
の

動
向

第
一

節
　
大
戦
期
の

輸
出
金
融
問
題

一

　
大
戦
期
の

貿
易
と
金
融

貿
易
の

拡
大
と
為
替
事
情

二

　
横
浜
正
金
銀
行
の

業
務

内
外
資
金
の

調
整

内
地
市
場
の

開
拓

第
二

節
　
大
戦
期
の

県
下
各
種
金
融
機
関
の

推
移

一

　
普
通
銀
行
・

貯
蓄
銀
行

地
域
別
・

銀
行
種
類
別
分
類

二

　
銀
行
行
政
の

展
開
と
県
下
の

銀
行
の

動
き

銀
行
行
政

金
融
行
政
へ

の

対
応

中
小
金
融
機
関
の

発
展

銀
行
に
お
け
る
業
容
の

拡
大

大
戦
後
へ

の

推
移

第
四
章
　
第
一

次
世
界
大
戦
前
後
の

神
奈
川
県
財
政

第
一

節
　
大
正
期
の

県
行
財
政
機
構

一

　
変
遷
と
特
徴

制
度
安
定
期

一

四
年
・

二

二

年
の

府
県
制
改
正

郡
制
廃
止

県
の

行
財
政
機
構
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第
二

節
　
戦
時
戦
後
の

財
政
動
向

一

　
財
政
問
題

大
正
期
の

財
政
問
題

三

部
経
済
制

治
水
費

三

崎
築
港

都
市
計
画
地
方
委
員
会
費

大
戦
期
の

物
価
騰
貴

社
会
事
業
費
貸
付
資
金
特
別
会
計

米
騒
動
・

社
会
問
題
対
策

高
等
工
業
・

高
等
商
業
学
校
建
設

郡
制
廃
止
の

事
後
処
理

第
三

節
　
財
政
の

実
態

一

　
県
歳
出

財
政
規
模

県
の

全
歳
出

連
帯
歳
出

市
部
歳
出

郡
部
歳
出

二

　
県
歳
入

連
帯
歳
入

市
部
歳
入

郡
部
歳
入

三

　
郡
財
政

歳
入
出

執
筆
分
担
一

覧

年

表

付

表
度
量
衡
換
算
表

©神奈川県立公文書館



現
行
市
町
村
別
旧
村
一

覧

あ
と
が
き

口

　
絵

東
京
横
浜
往
返
蒸
気
船
ノ

図
（
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
蔵
）

横
浜
波
止
場
ヨ

リ
海
岸
通
異
人
館
之
真
図
（
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
蔵
）

横
浜
海
岸
各
国
商
館
図
（
神
奈
川
県
立
博
物
館
蔵
）

横
浜
海
岸
鉄
道
蒸
気
車
図
（
神
奈
川
県
立
博
物
館
蔵
）

横
浜
市
街
地
地
券
（
横
浜
市
史
編
集
室
蔵
）

相
模
国
鎌
倉
郡
大
船
村
地
引
絵
図
（
鎌
倉
国
宝
館
蔵
）

横
須
賀
造
船
所
首
長
ウ
ェ

ル

ニ

ー
と
そ
の

功
績
（
横
須
賀
市
広
報
課
提
供

）

堤
石
鹸
の

ラ
ベ

ル

（
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
蔵
）

ア

メ

リ
カ

向
け
輸
出
茶
商
標
（
横
浜
商
工
会
議
所
蔵
）

相
愛
社
社
長
神
崎
正
蔵
の

屋
敷
図
（
神
崎
栄
三
郎
氏
蔵
）

横
浜
へ

の

道
沿
い

に

栄
え
た
養
蚕
農
家
（
高
城
治
平
氏
蔵
）

秦
野
煙
草
製
造
水
車
器
械
と
そ
の

運
転
使
用
書
（
石
塚
利
雄
氏
蔵
）

横
浜
の

貿
易
商
た
ち
（
横
浜
市
図
書
館
蔵
）

豆
相
人
車
鉄
道
の

時
刻
表
（
市
川
健
三
氏
蔵
）

京
浜
電
気
鉄
道
全
線
開
通
記
念
絵
は
が
き
と
官
設
鉄
道
神
奈
川
・

鎌
倉
両
駅
の

入
場
券
（
市
川
健
三

氏
・

長
谷
川
弘
和
氏
蔵
）装

て
い

　
原

弘

（
裏
表
紙
・

遊
び
紙
の
マ

ー
ク
は
県
章
）
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は

じ

め

に

こ

の

巻
は
、

明
治
維
新
以
降
ほ
ぼ

第
一

次
世
界
大
戦
（
一

九
一

四
＝

大
正
三

年
－
一

九
一

八
＝

大
正
七
年
）
前
後
に
い

た
る
間
に

お
け
る
、

神
奈
川
県

域
に

お
け
る
経
済
の

発
展
過
程
を
叙
述
す
る
も
の

で

あ
る
。

こ

の

時
代
区
分
は
、

二

巻
に

わ
た
っ

て

述
べ

る
近
代
・

現
代
の

「
産
業
・

経
済
」
に

関
す
る
通
史
編
全
体
の

分
量
の

関
係
に

も
よ
る
の

で

あ
る
が
、

神
奈
川
県
域
経
済
の

歴
史
に

焦
点
を
合
わ
せ
て

も
、

明
治
維
新
以
降
現
代
に
い

た
る
ま
で
の

日
本
経
済
の

発
展
過
程
を
時
代
的
に
二

分
す
る
と
、

日

本
資
本
主
義
が
第
一

次
世
界
大
戦
に
よ
る
輸
出
・

運
輸
の

画
期
的
な
活
況
を
契
機
と
し
て

量
的
に

大
き
く
発
展
し
、

ま
た
、

構
造
的
に

も
資
本
主
義

と
し
て
の

最
高
の

発
展
段
階
に

到
達
し
よ
う
と
す
る
に
い

た
っ

た
第
一

次
大
戦
期
を
以
て

区
切
る
の

が
、

学
問
的
に

も
適
当
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

し
た
が
っ

て

こ

の

巻
は
、

い

わ
ば
、

日
本
資
本
主
義
の

形
成
・

発
展
の

段
階
に
お
け
る
神
奈
川
県
経
済
史
で

あ
る
。

と
こ

ろ
で
、

こ

の

巻
で
は
具
体
的
に
は
、

総
論
の

ほ
か
、

一

「
明
治
維
新
期
の

神
奈
川
県
経
済
」、
二

「
明
治
前
期
の

神
奈
川
県
経
済
」、
三

「
明

治
後
期
の

神
奈
川
県
経
済
」、
四
「
第
一

次
世
界
大
戦
前
後
の

神
奈
川
県
経
済
」
の

四
編
に

分
か
ち
、

さ
ら
に
こ

れ
を
お
お
む
ね
農
林
漁
業
、

工

業
、

労
働
市
場
、

海
陸
交
通
・

港
湾
、

貿
易
、

金
融
、

県
財
政
の

別
に
よ
っ

て
、

章
・

節
に

分
か
っ

て

論
述
し
て
い

る
。

い

わ
ば
、

全
体
を
大
き
く
時
期

別
に

横
割
り
に

し
た
う
え
で
、

そ
れ
ら
を
さ
ら
に

経
済
部
門
別
に

縦
割
り
に

し
た
か
た
ち
で

叙
述
す
る
わ
け
で

あ
る
が
、

こ

の

場
合
、

各
時
期
を
機

械
的
に

縦
割
り
に
し
て
い

る
の

で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の

時
期
の

特
徴
に

し
た
が
っ

て

章
・

節
だ
て

を
行
っ

た
の

で

あ
る
。

し
た
が
っ

て
、

常
に

問

題
史
的
視
角
も
考
慮
さ
れ
て
い

る
わ
け
で

あ
っ

て
、

章
・

節
の

見
出
し
も
そ
れ
ぞ
れ
の

時
期
の

特
徴
を
示
す
よ
う
心
が
け
ら
れ
て
い

る
。

編
集
と
執
筆
に

当
た
っ

て

は
、

な
る
べ

く
経
済
全
般
に

わ
た
る
よ
う

意
図
し
た
が
、

い
っ

ぽ
う
で

は
、

重
点
的
な
編
集
・

執
筆
を
も
行
っ

て
い
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る
。

こ

れ
は
紙
数
の

制
約
に

も
よ
る
が
、

で

き
う
る
限
り
平
板
な
叙
述
を
避
け
、

各
時
期
に
お
い

て

重
要
な
問
題
点
を
積
極
的
に

取
り
上
げ
て

掘
り

下
げ
、

各
時
期
の

特
徴
を
浮
彫
り
に

し
よ
う
と
す
る
配
慮
に
よ
る
も
の

で

も
あ
る
。

な
お
、

部
門
に
よ
っ

て

は
、

そ
の

時
期
に

お
け
る
当
該
部
門
の

も
つ

問
題
の

特
殊
性
か
ら
、

各
章
が
主
と
し
て

対
象
と
し
て
い

る
時
期
の

前
後
に

つ

い

て
、

あ
る
い

は
さ
か
の

ぼ

り
、

あ
る
い

は
下
っ

て

叙
述
す
る
こ

と
も
あ
る
こ

と
を
あ
ら
か
じ
め
お
こ

と
わ
り
し
て

お
き
た
い
。

最
後
に
、

通
史
編
で

は
十
分
解
明
し
え
な
か
っ

た
重
要
な
諸
問
題
に
つ

い

て

は
各
論
編
に
お
い

て

収
め
て

取
り
上
げ
、

よ
り
詳
密
に

論
じ
ら
れ
る

こ

と
に
な
っ

て
い

る
。
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一

「
は
じ
め
に

」
に
お
い

て

述
べ

た
よ
う
に
、

こ

の

巻
で

は
、

明
治
維
新
以
降
ほ
ぼ

第
一

次
大
戦
期
に
い

た
る
間
、

す
な
わ
ち
、

日
本
資
本
主
義
の

形
成
、

発
展
期
に

お
け
る
神
奈
川
県
域
に

お
け
る
経
済
の

推
移
を
論
述
す
る
。

ま
ず
第
一

編
「
明
治
維
新
期
の

神
奈
川
県
経
済
」
は
、

明
治
維
新
（
一

八
六
八
＝

明
治
元
年
新
政
府
成
立
）
以
降
ほ
ぼ
六
年
な
い

し
十
年
ま
で
の

間
を

対
象
と
し
て
い

る
が
、

こ

の

時
期
の

神
奈
川
県
経
済
は
、

神
奈
川
県
が
開
港
（
一

八
五
四
＝

嘉
永
七
年
日
米
和
親
条
約
、

一

八
五
八
＝

安
政
五
年
日

米
修
好

通
商
条
約
調
印
）
後
、

日
本
の

対
外
接
触
の

最
大
の

舞
台
と
な
っ

た

横
浜
と
そ
の

後
背
地
を
擁
す
る
だ
け
に
、

日
本
の

他
の

道
府
県
の

経
済
と
は
非

常
に

異
な
っ

た
様
相
を
呈
し
た
の

で

あ
る
。

他
に

も
江
戸
時
代
以
来
の

特
殊
事
情
に
よ
っ

て
、

幕
末
・

維
新
以
降
特
異
な
展
開
を
示
し
た
県
も
あ
っ

た
が
、

神
奈
川
県
の

場
合
は
、

名
実
共
に
日

本
の

首
府
と
な
っ

た
東
京
に

隣
接
し
、

ま
た
全
く
新
た
な
、

そ
し
て

全
面
的
な
対
外
接
触
の

ま
さ
に

中

心
舞
台
だ
っ

た
の

で
あ
る
。

し
た
が
っ

て
、

い

ま
挙
げ
た
こ

の

時
期
の

神
奈
川
県
経
済
に

お
い

て
は
、

対
外
接
触
が
も
た
ら
し
た
影
響
は
た
ん
に

貿

易
の

み
で

は
な
く
国
内
商
品
流
通
、

工
業
、

交
通
、

港
湾
、

金
融
、

さ
ら
に

農
業
に

ま
で

広
く
及
ん
だ
の

で

あ
る
。

こ

の

点
は
財
政
に

お
い
て

も
し

か
り
で

あ
っ

て
、

対
外
接
触
の

接
点
で

あ
り
、

と
く
に
外
国
人
の

圧
力
を
受
け
て
、

急
激
に

発
展
し
て
い
っ

た
新
興
都
市
横
浜
を
擁
す
る
だ
け
に
、

東
京
・

大
阪
両
府
と
な
ら
び
、

か
つ

そ
れ
ら
と
も
異
な
っ

た
独
特
の

道
を
歩
ん
だ
の

で

あ
る
。

ま
た
、

こ

こ

で

は
当
然
の

こ

と
な
が
ら
明
治
維
新
の

最
大
の

課
題
の
一

つ

で

あ
り
日
本
の

土
地
制
度
史
上
最
も
重
要
な
変
革
で

あ

る

「
地
租
改

正

」（
一

八
七
三
＝

明
治
六
年
）を
も
取
上
げ
る
が
、

こ

の

場
合
、

特
異
な
意
味
を
も
つ

横
浜
の

市
街
地
に

対
す
る
地
券
交
付
等
を
封
建
都
市
の

系
譜
に

た
つ

小
田
原
等
と
比
較
し
つ

つ

論
述
す
る

。
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二

第
二

編
で
は
、

第
一

編
に
つ

づ

い

て
、

原
則
と
し
て
ほ
ぼ
一

八
七
〇
年
代
な
か
ば
（
一

八
七
五
年
は
明
治
八
年
、

部
門
に
よ
っ

て
は
維
新
期
に
さ
か
の

ぼ

る

）
か
ら
明
治
二

十
年
代
（
明
治
二

十
＝
一

八
八
七
年
）
初
頭
（
部
門
に
よ
っ

て
は
明
治
二

十
年
代
終
り
）
に
か
け
て
の

県
域
経
済
と
県
財
政
の

推
移
に

つ

い

て

論
述
す
る
。

こ

の

時
期
は
、

政
府
の

強
力
な
保
護
政
策
の

も
と
で
、

資
本
と
労
働
力
の

形
成
等
日

本
に

お
い

て
資
本
主
義
の

基
礎
的
諸
条
件
が
つ

く
り
出
さ
れ
、

ま
た
い

わ
ゆ
る
産
業
革
命
の

進
行
が
開
始
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

し
た
が
っ

て
、

こ

の

時
期
に

お
い

て
は
、

新
た
な
条
件
の

も
と
で
の

在
来
工
業
の

展
開
、

移
植
工

業
、

と
く
に

造
船
業
等
重
工

業
の

導
入
、

港
湾
を
ふ

く
む
近
代
的
海
陸
交
通
施
設
の

整
備
、

そ
し
て
こ

れ
ら
を
支
え
る
近
代
的
な
金

融
制
度
・

機
構
が
形
成
さ
れ
て

い
っ

た
の

で

あ
る
。

し
か
も
神
奈
川
県
の

場
合
、

こ

れ
ら
は
い

ず
れ
も
横
浜
と
い

う
日

本
に

お
い

て
も
稀
な
特
殊
の

条
件
を
も
つ

新
興
都
市
の

存
在
に

よ
っ

て

特
徴
づ

け
ら
れ
て
い

た
。

ま
た
、

こ

の

時
期
に
は
横
浜
貿
易
も
伸
長
し
た
が
、

一

八
八
〇（
明
治
十
三

）
年

に
は
外
国
銀
行
、

外
国
商
人
に

対
抗
し
、

日

本
商
人
に

よ
る
貿
易
の

発
展
を
は
か
る
た
め
、

そ
の

後
も
日

本
の

金
融
界
に

お
い

て

大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
横
浜
正
金
銀
行
（
現
在
の

東
京
銀
行
の

前
身
）
が
貿
易
金
融
専
門
銀
行
と
し
て

半
官
半
民
の

か
た
ち
で

設
立
さ
れ
た
。

こ

の

期
の

県
財
政
は
い

わ
ゆ
る
「
三

新
法
」（
一

八
七
八
＝

明
治
十
一

年
太
政
官
布
告
に
よ
っ

て
「
郡
区
町
村
編
制
法

」「
府
県
会
規
則

」「
地
方
税
規
則

」
を

い

う

）
の

も
と
で
の

財
政
の

再
編
成
（
そ
れ
は
一

八
九
九
＝

明
治
三

十
二

年
以
降
の

改
正
府
県
制
時
代
に

対
し
て
は
中
間
的
な
も
の
で

あ
っ

た
が

）
の

時
期
に
当

た
る
の

で

あ
る
。

三

第
三

編
は
、

明
治
後
期
か
ら
大
正
初
期
、

第
一

次
大
戦
開
戦
ま
で
の

年
代
、

す
な
わ
ち
、

ほ
ぼ

明
治
二

十
年
代
（
明
治
二

十
五
年
＝
一

八
九
二

年

）
の

な
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か
ば
ご
ろ（
部
門
に
よ
っ

て
は
明
治
三

十
年
代
か
ら
、

な
お
明
治
三

十
年
＝
一

八
九
七
年

）
か
ら
一

九
一

三（
大
正
二

）
年
ご
ろ
ま
で
の

時
期
を
対
象
と
す
る
。

こ
の

時
期
に

は
、

日
清
・

日
露
の

両
戦
争
を
経
て
、

日
本
資
本
主
義
は
大
き
く
発
展
し
、

い

わ
ゆ
る
産
業
資
本
の

確
立
、

そ
し
て

端
緒
的
で

は
あ

る
が
金
融
資
本
確
立
の

段
階
を
迎
え
た
。

こ

の

間
、

国
内
的
に

は
、

一

八
九
七
（
明
治
三

十
）
年
金
本
位
制
を
成
立
さ
せ
た
が
対
外
的
に
は
、

日

清

戦
争
後
の
、

一

九
世
紀
の

末
に

は
「
条
約
改
正

」
を
果
た
し
、

日
露
戦
争
後
の
一

九
一

一

（
明
治
四
十
四

）
年
に

は
関
税
自
主
権
を
も
実
現
さ
せ
た
。

以
上
の

よ
う
な
日

本
全
般
を
め
ぐ
る
動
向
は
、

神
奈
川
県
経
済
に

と
く
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

ま
ず
、

こ

の

時
期
に
は
中
央
資
本
の

投
資
に

よ
る
重
工
業
そ
の

他
の

新
産
業
部
門
の

工
場
建
設
が
相
つ

い

で

行
わ
れ
、

神
奈
川
県
は
い

わ
ば
商
業
県
か
ら
商
工
業
県
へ

と
発
展
し
て
い
っ

た
の

で

あ
る
。

そ
し
て

と
く
に
こ

の

期
の

終
わ
る
こ

ろ
に

は
、

鶴
見
地
区
を
中
心
と
す
る
埋
立
工
事
、

す
な
わ
ち
後
年
の

京
浜
工

業
地
帯
の

造
成
が
開
始
さ
れ

た
の

で

あ
る
。

ま
た
、

こ

の

間
金
本
位
制
の

成
立
、

条
約
改
正
、

関
税
自
主
権
の

確
立
と
い

う
過
程
を
通
じ
て
、

横
浜
貿
易
も
い

ち
じ
る
し
く
伸
長

し
た
が
、

と
く
に
生
糸
売
込
商
を
は
じ
め
日
本
商
人
は
「
商
権
回
復
」
を
達
成
し
、

ま
た
横
浜
正
金
銀
行
を
中
心
と
し
た
貿
易
金
融
体
制
も
発
展
し

た
ほ
か
、

そ
の

他
の

地
方
金
融
機
関
の

発
達
に

も
注
目
す
べ

き
も
の

が
あ
っ

た

こ
の

時
期
に

は
、

官
私
鉄
道
を
中
心
と
し
た
陸
上
交
通
の

発
達
も
顕
著
で

あ
る
が
、

貿
易
の

発
展
と
関
連
し
つ

つ

横
浜
を
起
点
と
す
る

海
外
航
路

の

開
設
等
政
府
の

保
護
を
背
景
と
し
た
海
運
の

拡
大
、

二

次
に

わ
た
る
横
浜
築
港
の

推
進
に

よ
る
港
湾
の

整
備
等
も
そ
れ
ぞ
れ
画
期
的
な
意
義
を
も

つ

も
の

で

あ
る
。

い
っ

ぽ
う
、

横
浜
を
中
心
と
し
た
市
部
で

は
農
業
人
口

が
減
少
し
た
が
、

郡
部
で

は
農
業
人
口
が
依
然
圧
倒
的
で

あ
っ

た
。

し
か

し
、

東
京
・

横
浜
の

大
消
費
地
に

近
接
し
て
い

る
だ
け
に

商
品
作
物
の

普
及
が
進
捗
し
た
。

そ
し
て

産
業
、

海
陸
交
通
、

港
湾
の

発
展
は
、

労
働
市

場
を
も
変
貌
さ

せ

た

が
、

労
働
問
題
の

発
生
と
労
働
運
動
の

展
開
も
日

本
全
体
の

動
向
の
一

環
を
な
す
も
の

で

あ
る
と
と
も
に
、

横
浜
を
中
心
と

す
る
神
奈
川
県
特
有
の

問
題
が
展
開
し
た
。

財
政
で

は
、

一

八
九
九
（
明
治
三

十
二

）
年
改
正
「
府
県
別

」「
郡
制
」
が
全
国
一

斉
に

施
行
さ
れ
た
こ

と
に

伴
う
問
題
、

と
く
に

市
部
・

郡
部
の

経
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済
の

分
別
に
よ
る
「
三

部
経
済
制
」（
市
郡
連
帯
・

市
部
・

郡
部
）
の

採
用
、

こ

れ
に

関
連
す
る
「
分
賦
制
度
」
の

実
施
と
、

市
部
・

郡
部
の

経
費
分
担

問
題
、

新
府
県
制
に

基
づ

く
県
行
財
政
機
構
の

改
革
等
新
た
な
諸
問
題
が
生
じ
た
が
、

財
政
全
体
の

実
態
に

も
、

資
本
主
義
の

発
展
、

と
く
に

県
下

商
工
業
の

発
展
、

警
察
・

教
育
の

拡
充
、

風
水
害
対
策
等
に
よ
る
変
貌
が
み
ら
れ
る
。

四

第
四
編
は
、

第
一

次
世
界
大
戦
（
一

九
一

四
＝

大
正
三

－
一

九
一

八
＝

大
正
七
年
）
前
後
か
ら
ほ
ぼ

関
東
大
震
災
（
一

九
二

三
＝

大
正
十
二

＝

年
九
月
）
直

前
に
い

た
る
間
を
対
象
と
す
る
。

こ

の

時
期
の

日

本
は
、

第
一

次
世
界
大
戦
に

参
戦
し
た
が
、

国
内
経
済
は
、

開
戦
直
後
の
一

時
的
衝
撃
を
脱
し
た

の

ち
、

輸
出
と
海
運
の

未
曾
有
の

活
況
、

輸
出
産
業
と
造
船
業
、

こ

れ
ら
に

連
な
る
鉱
山
業
を
ふ

く
む
諸
産
業
、

従
来
ド
イ
ツ

か
ら
の

輸
入
に

依
存

し
て
い

た
化
学
工
業
部
門
等
の

画
期
的
な
拡
大
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

ま
た
大
幅
な
輸
出
超
過
、

貿
易
外
受
取
超
過
、

対
外
債
権
と
保
有
正
貨
の

激
増

等
も
も
た
ら
し
た
の

で

あ
る
。

い

わ
ゆ
る
「
戦
争
景
気
」
の

到
来
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

大
戦
終
了
直
後
の

反
動
不
況
、

戦
後
ブ
ー
ム

等
を
経
て
、

一

九
二

〇
（
大
正
九
）
年
春
襲
っ

た
本
格
的
な
戦
後
恐
慌
は
、

戦
時

好
況
お
よ
び
戦
後
ブ
ー
ム

期
に

繁
栄
を
謳
歌
し
た
日
本
の

貿
易
、

産
業
・

金
融
に

甚
大
な
影
響
を
与
え
た
が
、

そ
の

後
の

日
本
経
済
は
十
数
年
間
に

わ
た
っ

て

好
況
を
再
現
し
え
ず
、

慢
性
的
沈
滞
の

う
ち
に

大
正
時
代
を
終
わ
っ

て
い
っ

た
。

し
か
も
、

こ

の

よ
う
な
状
況
の

さ
な
か
に

関
東
大
震
災

が
起
こ
っ

た
の

で

あ
る
。

第
四
編
で

は
、

こ

の

よ
う
な
時
期
に
お
け
る
神
奈
川
県
経
済
の

展
開
過
程
に
つ

い

て
、

前
三

編
と
同
様
部
門
を
分
っ

て

論
述
す
る
。

ま
ず
、

工

業
部
門
で

は
、

第
一

次
大
戦
期
に

お
け
る
日
本
経
済
の

「
繁
栄
」
の

な
か
で

の

「
京
浜
工

業
地
帯
」
の

本
格
的
な
発
展
と
内
陸
工
業
の

動
向
に
つ

い

て

述
べ
、

さ
ら
に

戦
後
恐
慌
と
軍
縮
が
県
下
工

業
に

及
ぼ
し
た
影
響
を
検
討
す
る
。

つ

い

で
、

労
働
運
動
の
ぼ
っ

興
、

日
本
的
労
務
管
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理
体
制
の

形
成
等
を
ふ

く
む
労
働
関
係
に
お
け
る
大
き
な
変
動
に
つ

い

て

分
析
す
る
。

第
一

次
大
戦
前
後
は
ま
た
横
浜
生
糸
貿
易
に

と
っ

て

も
歴
史
的
な
時
期
で

あ
っ

て
、

大
戦
に

よ
っ

て

異
常
に

拡
大
し
た
が
、

戦
後
恐
慌
に
よ
っ

て

甚
大
な
打
撃
を
こ

う
む
っ

た
。

海
運
に

お
い

て

も
同
様
で

あ
る
。

貿
易
と
海
運
の

浮
沈
は
ま
さ
に

第
一

次
大
戦
前
後
の

横
浜
－

神
奈
川
県
経
済
、

そ

し

て

日

本
経
済
全
体
の

動
向
を
象
徴
す
る
も
の
で

あ
っ

た
。

そ
し
て

横
浜
に

は
「
生
糸
と
海
運
」
と
い

う
パ

タ
ー
ン

に
よ
る
繁
栄
は
そ
の

後
ふ
た
た
び

戻
っ

て
こ

な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

つ

い

で
、

人
口

の

増
加
と
産
業
の

拡
大
と
京
浜
工
業
地
帯
の

発
達
、

箱
根
か
ら
静
岡
県
下
に

ま
た
が
る
観
光
地
の

発
展
、

電
化
の

実
現
等
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
県
下
官
私
鉄
道
変
貌
の

過
程
に
つ

い

て
述
べ

る
。

第
一

次
大
戦
金
融
界
も
輸
出
金
融
の

活
況
を
中
心
と
し
て

横
浜
正
金
銀
行
を
中
心
と
し
て

大
き
く
発
展
し
、

繁
忙
を
き
わ
め
た
。

し

か

し

な

が

ら
、

戦
後
恐
慌
は
金
融
界
を
も
襲
い
、

大
き
な
影
響
を
与
え
、

と
く
に
輸
出
金
融
に

関
係
す
る
金
融
機
関
の

受
け
た
打
撃
は
き
わ
め
て

大
き
か
っ

た

が
、

関
東
大
震
災
は
こ

れ
に

追
い

討
ち
を
か
け
た
も
の

で
、

こ

れ
ら
の

後
遺
症
は
昭
和
年
代
に

ま
で

持
ち
越
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

と
こ

ろ
で
、

こ

の

期
の

県
財
政
は
、

い
っ

ぽ
う
で

は
、

二

度
の

府
県
制
の

改
正
（
一

九
一

四
＝

大
正
三

年
、

一

九
二

二

＝
大
正
十
一

年
）、
郡
制
の

廃
止

（
一

九
二
一

＝

大
正
十
年
）
に
よ
る
影
響
、

他
方
で
は
経
済
社
会
情
勢
の

変
化
を
反
映
す
る
も
の

で

あ
っ

た
。

前
者
で

は
郡
制
の

廃
止
の

意
味
が
大
き

か
っ

た
が
、

後
者
に

関
連
し
て

は
、

社
会
事
業
関
係
費
が
ク
ロ

ー
ズ
・

ア
ッ

プ
さ
れ
て

き
た
が
、

こ

れ
は
本
県
を
ふ

く
め
て
「
社
会
問
題
」、
「
労
働

問
題
」
が
日

本
全
体
に
お
い

て
大
き
な
意
味
を
も
つ

よ
う
に
な
っ

た
と
い

う
こ

と
を
直
接
に
反
映
し
て
い

る
。

ま
た
こ

の

間
、

勧
業
費
・

警
察
費
・

治
水
費
な
ど
も
膨
張
し
、

こ

れ
ら
の

比
重
が
増
加
し
た
こ

と
も
目
立
っ

て
い

る
。

五

以
上
の
よ
う
に
、

明
治
維
新
以
降
大
正
末
期
、

ほ
ぼ

関
東
大
震
災
に
い

た
る
ま
で
の

日
本
を
経
済
史
的
に

み
る
と
、

資
本
主
義
成
立
の

た
め
の

基
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礎
的
諸
条
件
の

形
成
、

産
業
革
命
の

進
展
と
産
業
資
本
の

成
立
、

そ
し
て

金
融
資
本
の

成
立
と
い

う
過
程
を
、

先
進
国
に

比
較
す
る
と
き
わ
め
て
短

縮
し
た
か
た
ち
で

歩
ん
だ
時
期
で
、

と
く
に
こ

の

間
、

日

清
、

日
露
の

両
戦
争
、

第
一

次
大
戦
と
い

う
三
つ

の

戦
争
を
経
て
、

し
か
も
こ

れ
ら
を
跳

躍
台
と
し
て

資
本
主
義
を
急
速
に

発
展
さ
せ
、

西
洋
か
ら
近
代
的
諸
制
度
、

技
術
、

教
育
体
系
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

社
会
、

経
済
の

「
近
代
化
」

も
非
常
な
速
度
を

以

て

進
展
し
て

い
っ

た
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ

れ
に

伴
っ

て

日
本
は
資
本
主
義
と
し
て
の

矛
盾
、

問
題
点
を
も
擁
す
る
に
い

た

っ

た
の

で

あ
る
。

そ
し
て

と
く
に

後
発
資
本
主
義
国
と
し
て
の

独
自
の

矛
盾
と
お
く
れ
、

ひ
ず
み
等
か
ら
免
が
れ
る
こ

と
が
で

き
な
か
っ

た
。

こ

の

間
、

と
く
に

第
一

次
世
界
大
戦
は
、

日
本
資
本
主
義
に

漁
夫
の

利
を
与
え
、

国
内
的
な
「
繁
栄
」
と
中
国
へ

の

強
力
な
進
出
と
を
果
た
さ
せ
、

英
・

仏
・

米
の

諸
国
と
と
も
に

戦
勝
国
と
な
っ

た
日
本
は
、

ベ

ル

サ
イ
ユ

講
和
会
議
（
一

九
一

九
＝

大
正
八
年

）
を
通
じ
て

国
際
的
地
位
を
も

向
上

さ

せ

た
。

し
か
し
な
が
ら
列
国
の

間
で

大
戦
期
か
ら
芽
生
え
て

い

た
日
本
の

中
国
進
出
に

対
す
る
警
戒
と
不
信
は
戦
争
終
了
後
顕
在
化
し
、

と
く
に
ワ

シ

ン

ト
ン

会
議
（
一

九
二
一

〜
二

二
、

大
正

十
〜
十
一

年
）
後
日
本
は
国
際
的
に

孤
立
化
し
て

い
っ

た
。

そ
し
て
、

戦
後
恐
慌
に
よ
っ

て
日
本
経
済
は
不

況
に

陥
り
、

し
か
も
そ
れ
が
慢
性
化
し
た
。

し
か
も
つ

づ

く
関
東
大
震
災
に
よ
っ

て
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
、

さ
ら
に
そ
の

際
の

救
済
政
策
は
重
大

か
つ

困
難
な
問
題
を
後
年
に

の

こ

し
、

こ

れ
ら
は
金
融
恐
慌
（
一

九
二

七
＝

昭
和
二

年
）
と
な
っ

て

爆
発
し
た
の

で
あ
る
。

こ
の

期
間
、

神
奈
川
県
経
済
は
、

右
の

よ
う
な
日

本
経
済
全
般
の

歩
ん
だ
道
そ
の

ま
ま
に

歩
ん
だ
が
、

そ
の

間
に

展
開
し
た
諸
事
態
、

す
な
わ

ち
、

資
本
主
義
化
、

近
代
化
、

そ
し
て

第
一

次
大
戦
期
に

お
け
る
繁
栄
、

戦
後
恐
慌
に
よ
る
打
撃
と
不
況
の

慢
性
化
、

関
東
大
震
災
に

よ
る
被
害
と

そ
れ
に

伴
っ

て
起
こ
っ

た
諸
問
題
等
は
、

す
べ

て

日

本
全
体
の

動
向
の

縮
図
な
の

で

あ
っ

た
。

と
い

う
よ
り
は
む
し
ろ
そ
れ
ら
の

中
心
的
舞
台
で

あ

っ

た
と
い

う
べ

き
で

あ
ろ
う
。

本
巻
は
、

以
上
説
明
し
た
編
別
構
成
と
問
題
意
識
に

よ
り
、

こ

の

間
に
お
け
る
神
奈
川
県
域
経
済
の

発
展
と
変
貌
、

あ
る
い

は
問
題
点
を
県
財
政

の

変
遷
と
と
も
に

分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の

な
の

で

あ
る
。
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第
一

編
　
明
治
維
新
期
の

神
奈
川
県
経
済
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第
一

章
　
維
新
期
の

農
林
業

第
一

節
　
概

観

一

　
一

般
的
な
特
色

対

象
と

す

る

地

域

こ

こ

で

対
象
と
す
る
の

は
、

一

八
七
六
（
明
治
九

）年
四
月
の

府
県
統
合
で

神
奈
川
県
の

管
轄
下
に

収
め
ら
れ
た
、

相
模
全
国
と
武

蔵
四
郡（
久
良
岐
・

橘
樹
・

都
筑
・

多
摩

）と
か
ら
な
る
地
域
で

あ
る
。

こ
の

う
ち
、

多
摩
郡
は
一

八
九
三
（
明
治
二

十
六

）
年
東
京
府

に
移
り
、

以
後
残
り
の

部
分
が
神
奈
川
県
と
し
て

現
在
に
い

た
っ

て

い

る
。

こ
の

地
域
は
、

開
港
場
横
浜
の

後
背
地
を
な
し
、

維
新
期
に

あ
っ

て
開
港
の

政
治
的
経
済
的
影
響
を
特
殊
に

受
け
た
と
こ

ろ
で

あ
る
。

安
政
五

年

（
一

八
五
八

）
に

締
結
さ
れ
、

明
治
政
府
が
そ
の

ま
ま
継
承
し
た
日
米
修
好
通
商
条
約
は
、

開
港
場
一

〇
里
四
方
の

外
国
人
遊
歩
地
域
を
設
け
る
こ

と

を
規
定
し
て
い

る
。

明
治
元
年
「
神
奈
川
在
留
外
国
人
遊
歩
規
定
図
」（『
資
料
編

』10

近
世
（7）
口

絵

）が
示
す
よ
う
に
、

こ

こ

で

対
象
と
す
る
地
域
は
、

こ
の

遊
歩
区
域

と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。

明
治
新
政
府
は
、

ま
ず
、

慶
応
四
年
三

月
横
浜
に

横
浜
裁
判
所
を
置
き
、

つ

い

で

旧
神
奈
川
奉
行
支
配
地
を
そ
の

管
轄
下
に

収
め
た
が
、

同
年
六
月
こ
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れ
を
神
奈
川
府
と
改
め
、

八
月
二

十
五
日
に
は
、

神
奈
川
宿
一

〇
里
四
方
の

地
を
管
轄
下
に

置
い

た
（「
鎮
将
府
日
誌

」
第
八
）。
こ

の

管
轄
範
囲
は
、

「
神

奈
川
府
最
寄
東
は
六
郷
川
西
は
酒
匂
川
を
限
り
南
北
は
直
径
拾
里
を
限
り
神
奈
川
府
よ
り
取
締
と
し
て

肥
後
藩
人
数
差
出
巡
羅
致
さ
せ
候
間
…
…
」

（
明
治
元
年
七
月
布
達
留

藤
沢
市

青
木
四
郎
家
文
書
）
あ
る
い

は
、

「
元
年
八
月
日
未
詳
、

始
て

神
奈
川
十
里
部
内
を
管
す
、

其
境
域
東
北
多
摩
川
に
、

南
海
浜
に
至
り
、

西
酒
匂
川
を
限
る

」（『
明
治
十
四
年
神
奈
川
県
統
計
表
』
沿
革
）
な
ど
と
さ
れ
、

足
柄
上
・

下
郡
の
一

部
、

多
摩
郡
の
一

部
が
管
轄
外

（
韮
山
県
・

東
京
府
・

入
間
県
の

管
轄
）
で

あ
る
ほ
か
、

こ

こ

で

対
象
と
す
る
地
域
に

合
致
す
る
。

し
か
し
、

実
際
に
は
、

こ

の

神
奈
川
府
（
明
治
元
年

九
月
神
奈
川
県
と
改
称
）
神
奈
川
宿
一

〇
里
以
内
の

地
域
以
内
に
は
、

韮
山
県
・

六
浦
藩
・

荻
野
山
中
藩
・

小
田
原
藩
の

所
轄
地
が
内
包
さ
れ
て
い

た
。

廃

藩
置
県
後
の

明
治
四
年
十
一

月
の

府
県
廃
合
で
、

右
の

う
ち
神
奈
川
・

六
浦
県
が
合
し
て

神
奈
川
県
に
、

韮
山
・

小
田
原
・

荻
野
山
中
県
が
合
し
て

足
柄

県
に
統
合
さ
れ
、

さ
ら
に
こ

の

と
き
、

「
外
国
人
十
里
部
内
遊
歩
」
の

地
を
開
港
場
県
庁
で
一

括
管
轄
す
る
と
の

理
由
で
、

新
置
神
奈
川
県
管
轄
下
に
、

多
摩
・

高
座
二

郡
が
加
え
ら
れ
た（『
資
料
編
』11

近
代
・

現
代
（1）
一

）。
つ

い

で
、

一

八
七
六
年
四
月
の

府
県
廃
合
で
、

こ

れ
ま
で

足
柄
県
に

含
ま
れ
て

い

た
足
柄
上
・

下
・

大
住
・

愛
甲
・

淘
綾
・

津
久
井
六
郡
が
神
奈
川
県
に

加
え
ら
れ
た
。

以
上
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

本
文
で

対
象
と
す
る
地
域
は
、

日
米
修
好
通
商
条
約
が
定
め
た
外
人
遊
歩
地
域
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
た
め
、

こ

の

地
域

の

維
新
以
後
に

お
け
る
行
政
区
画
変
遷
は
対
外
的
な
事
情
の

影
響
を
受
け
て

複
雑
で

あ
る
。

畑
作
地
帯
と

し
て
の

特
色

ま
ず
、

こ

の

地
域
が
、

全
体
と
し
て

神
奈
川
県
下
に

入
っ

た
一

八
七
六
（
明
治
九
）
年
時
点
で
の

農
林
業
を
概
観
す
る
。

一

毛
作
・

二

毛
作
別
水
田
面
積
が
初
め
て

判
明
す
る
一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
度
統
計
に
よ
れ
ば
、

神
奈
川
県
下
水
田
の
二

毛
作
田
は
わ
ず

か
三
・

六
㌫
（
相
模
四
・

三

五
㌫
、

武
蔵
二
・

六
一

㌫
）
に

す
ぎ
ず
、

ほ
と
ん
ど
が
一

毛
作
田
で

あ
っ

た
。

こ

の

前
提
に
立
っ

て
、

『
明
治
九
年
全
国
農

産
表
』
所
掲
農
産
物
を
、

作
付
方
式
を
考
慮
し
て

分
類
し
、

そ
の

価
額
構
成
比
を
示
し
た
の

が
表
一

－

一

で

あ
る
。

概
し
て
、

諸
農
産
物
中
、

米
の

比
重
が
最
も
高
い

が
、

圧
倒
的
で

は
な
く
、

農
産
物
総
価
額
中
五
〇
㌫
を
超
え

る

郡
は
、

一

三

郡
の

う
ち
五

郡
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表1
－

1

　1876

（
明
治9

）
年

農
（
林
・

水
）
産

物

の

価

額

構

成

注
　1

　
＊

雑
穀
は
粟
・

稗
・

黍
・

蜀
黍
・

玉
蜀
黍
・

ソ

バ
。

2

　
＊
＊

原
数
値
は
単
位
が

1

桁
違
っ

て
い
る

の
で
修
正
し

た
。

3

　
生
糸
は
産
額
が
繭
と

重
複
す
る

の
で
表
か
ら

除
外
し

た
。

4

　
橘
樹
郡
製
茶
は1877

－1879

年
の
数
値
の30

倍
以
上
で
明
ら

か
に
誤
り

だ
が
，

そ
の
ま

ま

計
算
し

た
。

5

　
『
明
治9

年
全
国
農
産
表
』
よ
り

作
成
。
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に

す
ぎ
ず
、

そ
の

最
高
は
久
良
岐
郡
の

六
〇
㌫
に

止
ま
る
。

一

八
七
六
年
の

米
価
は
一

石
三

円
七
四
銭
－
五
円
一

銭
で
、

大
麦
の
一

円
四
四
銭
－
二

円
二

〇
銭
、

小
麦
の

二

円
六
七
銭
－
三

円
六
一

銭
、

粟
の
一

円
五
四
銭
－
二

円
三

九
銭
、

稗
の

八
一

銭
－
一

円
一

九
銭
よ
り
は
る
か
に

高
い
。

に
も

か
か
わ
ら
ず
、

農
産
物
価
額
構
成
で

米
の

比
重
が
右
の

ご
と
く
な
の

は
、

こ
の

地
域
で

畑
作
が
優
越
し
て
い

る
か
ら
で

あ
る
。

現
に

地
租
改
正
の

結

果
に

よ
れ
ば
、

こ
の

地
域
の

水
田
化
率
（
耕
地
の

う
ち
水
田
の

占
め
る
面
積
比
率
）
は
約
二

八
㌫
で
、

関
東
七
府
県
の

う
ち
で

最
低
な
の

で

あ
る
。

そ
の

畑
作
の

内
容
は
、

冬
作
－
麦
・

夏
作
－
雑
穀
、

ま
た
は
、

冬
作
－
麦
・

夏
作
－
大
豆
と
い

う
自
給
的
な
作
付
体
系
が
主
軸
を
な
し
て
い

る
。

と
く
に
、

雑
穀
（
と
く
に

粟
・

稗

）
の

総
価
額
中
で

の

比
率
が
、

そ
の

価
格
が
低
い

に

も
か
か
わ
ら
ず
、

八
郡
で
一

〇
㌫
を
超
え
る
事
実
が
自
給
性
の

高
さ
を
示

し
て
い

る
。

一

般
に

は
「
商
品
作
物
」
と
い

わ
れ
る
実
綿
の

比
率
も
低
く
、

こ

こ

で
は
自
給
用
で

し
か
な
い
。

わ
ず
か
に

淘
綾
・

足
柄
下
郡
で

若
干

の

商
品
化
が
考
え
ら
れ
る
。

こ

の

地
域
で
、

商
品
化
さ
れ
る
畑
作
物
（
ま
た
は
そ
の

加
工
物
）
は
、

繭
・

製
茶
・

煙
草
・

藍
で
あ
る
。

い

ず
れ
も
局
地
的
で
、

全
域
に

広
が
っ

て

い

る
も
の

は
な
い
。

な
か
で
、

養
蚕
－
繭
は
、

横
浜
に

最
も
近
接
し
た
諸
郡
で
は
ほ
と
ん
ど
展
開
し
て

お
ら
ず
、

む
し
ろ
遠
い

山
間
・

内
陸
部
四
郡

に

偏
在
し
て
い

る
。

ま
た
、

多
摩
郡
で

は
、

藍
の

生
産
が
あ
っ

て
、

す
べ

て
の

生
糸
が
横
浜
へ

向
け
ら
れ
る
の

で
は
な
く
、

そ
れ
を
原
料
と
し
た
織

物
生
産
も
存
在
し
て
い

る
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

開
港
後
一

九
年
間
の

生
糸
輸
出
の

激
増
は
、

横
浜
の

後
背
地
で

あ
る
こ

の

地
域
の

自
給
的
畑
作

構
造
を
大
き
く
は
変
え
て
い

な
い
。

二

　
農
業
形
態
に

よ
る
地
域
区
分

こ

の

地
域
の

農
業
は
、

そ
の

形
態
か
ら
三
つ

の

部
分
に

分
け
る
こ

と
が
で

き
る
。

一

は
、

横
浜
を
中
心
と
し
た
沿
海
部
久
良
岐
・

都
筑
・

橘
樹
・
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鎌
倉
・

三

浦
の

五
郡
（
た
だ
し
都
筑
郡
は
海
に

接
し
て
い

な
い

）
で
、

東
は
多
摩
川
、

西
は
境
川
で

他
と
区
分
さ
れ
る
。

二

は
、

こ

の

地
域
の

内
陸
・

山

間
部

高
座
・

愛
甲
・

津
久
井
・

多
摩
の

四
郡
で
、

な
か
で

高
座
郡
の

み
は
海
に

接
し
て
い

る
が
、

そ
の

内
部
に

広
大
な
原
野
相
模
原
を

擁
し
て
い

る
。

三

は
、

相
模
川
以
西
の

沿
海
部
大
住
・

淘
綾
・

足
柄
上
・

下
四
郡
（
た
だ
し
足
柄
上
郡
は
海
に
接
し
て

は
い

な
い

）
で
、

西
は
、

南
北
に

走
る
山
岳

に

よ
っ

て
、

甲
斐
・

駿
河
・

伊
豆
に

接
し
て
い

る
。

横
浜

隣

接

の

五

郡

第
一

の

横
浜
を
と
り
巻
く
五

郡
は
、

県
下
で

は
水
田
化
率
が
高
い

地
帯
で

あ
る
。

し
た
が
っ

て
、

農
産
物
の

価
格
構
成
で
、

米
の

比
重
が
高
い
。

『
明
治
九
年
全
国
農
産
表
』（
表
一

－

一

）
は
、

そ
さ
い
・

果
樹
類
を
掲
げ
て
い

な
い

の

で

詳
細
な
検
討
は
で

き
な

い

が
、

こ

の

五

郡
の

う
ち
、

橘
樹
郡
を
別
に

す
る
と
、

米
の

比
重
の

低
い

郡
で
は
、

補
完
的
に

雑
穀
ま
た
は
大
豆
の

比
重
が
高
い
。

こ

こ

に
、

普
通
畑

で
の

畑
作
の

自
給
的
性
格
の

強
さ
が
示
さ
れ
て

い

る
。

た
だ
橘
樹
郡
で

は
、

雑
穀
に

代
え
て
、

横
浜
な
ど
近
在
市
町
の

需
要
に
こ

た
え
る
夏
作
そ
さ
い

の

栽
培
が
推
定
さ
れ
る
。

こ

こ

で
の

土
産
物
の

商
品
化
は
、

む
し
ろ
普
通
畑
以
外
の

部
門
で

み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

桑
畑
・

茶
園
の

部
門
、

さ
ら
に

は
、

沿
海
部
新
田
地
先
で

の

塩
田
、

水
産
物
と
し
て
の

海
苔
栽
培
な
ど（『
全
国
農
産
表
』
に
は
、

水
産
物
は
表
一

－

一

所
掲
の

も
の

だ
け
が
載
せ
ら
れ
て
い

る

）

が
そ
れ
で

あ
る
。

し
か
し
、

養
蚕
－
繭
は
、

都
筑
・

鎌
倉
二

郡
だ
け
に

限
ら
れ
て
い

る
。

塩
田
は
、

橘
樹
郡
大
師
河
原
・

池
上
新
田
・

潮
田
、

久
良

岐
郡
平
沼
新
田
・

金
沢
（
泥
亀
新
田
・

寺
前
・

町
谷
・

洲
崎
）・
三

分
、

三

浦
郡
浦
郷
・

林
・

逗
子
な
ど
主
に

東
京
湾
沿
岸
の

村
々

で
、

旧
幕
期
か
ら
引

き
続
き
製
塩
が
な
さ
れ
て

い

た
。

掲
載
の

物
産
種
類
が
限
ら
れ
て
い

る
『
明
治
九
年
全
国
農
産
表
』
の

欠
陥
を
補
う
た
め
に
、

一

八
七
五
年
現
在
の

著
名
物
産
を
、

『
神
奈
川
県
地
誌
略
』（
川
井
景
一

著
、

明
治
八
年
十
月
刊
）
に

よ
っ

て

次
に

掲
げ
る
。

久
良

岐
郡

－
塩
（
金
沢
）
・

梅
（
杉
田
）

都

筑

郡

－
瓜
・

繭
・

炭
・

柿
・

筍

橘

樹

郡

－
生
糸
・

蚕
種
紙
・

蓮
根
・

梨
子
・

桃
・

杏
・

酸
漿
・

縄
・

莚
・

素
麺
・

塩
・

海
苔
・

貝
類
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鎌

倉

郡

－
藺
蓙
・

苫
・

海
苔
・

若
布
・

荒
布
・

鹿
尾
草
・

鎌
倉
海
老
・

江
之
嶋
貝
細
工

三

浦

郡

－
水
飴
・

魚
介
・

若
布
・

荒
布
・

心
太
草
・

鹿
尾
草

こ

れ
に

よ
っ

て
、

橘
樹
郡
で
の

果
実
、

都
筑
郡
で
の

林
野
生
産
物
、

三

浦
郡
で
の

海
産
物
な
ど
の

特
産
の

存
在
を
知
る
こ

と
が
で

き
る
。

こ

れ
ら

は
い

ず
れ
も
、

田
・

普
通
畑
以
外
の

部
門
に

属
し
、

田
・

普
通
畑
の

自
給
的
性
格
を
裏
付
け
て

い

る
。

ま
た
、

養
蚕
－
繭
生
産
は
、

局
地
的
で

あ
る

こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。

総
じ
て
、

こ

こ

に

み
ら
れ
る
の

は
、

以
後
急
速
に

姿
を
消
す
産
物
を
含
ん
だ
雑
多
な
特
産
物
で
、

な
お
色
濃
く
旧
幕
期
の

姿

を
存
し
て

い

る
。

内

陸

部

の

四

郡

内
陸
・

山
間
部
の

四
郡
は
、

水
田
に

乏
し
く
、

麦
・

雑
穀
が
、

農
産
物
価
格
構
成
の

な
か
で

半
ば
に

達
す
る
ほ
ど
の

高
い

比
重
を

持
つ
。

こ

こ

か
ら
、

他
の

二

地
帯
よ
り
一

段
と
生
産
力
の

低
い

自
給
的
な
畑
作
が
想
定
さ
れ
る
。

し
か
し
、

一

方
、

こ

の

地
帯
に

は
、

繭
お
よ
び
生
糸
の

集
中
的
な
生
産
が
み
ら
れ
、

繭
産
額
は
、

農
産
物
総
価
額
の
一

一

－
二

五

㌫
ほ
ど
の

高
い

比
重
を
占
め
て
い

る
。

そ

し
て
、

こ

の

四
郡
で
の

繭
生
産
は
、

五
万
六
八
二
一

斤
、

二

四
万
〇
〇
九
五
円
に

達
し
、

生
産
額
で

当
時
の

神
奈
川
県
全
体
の

八
八
㌫
、

価
額
で

九
一

㌫
と

い

う
圧
倒
的
部
分
を
占
め
て

い

た
。

多
摩
郡
・

高
座
郡
は
『
神
奈
川
県
地
誌
略
』、

津
久
井
郡
愛
甲
郡
は
明
治
十
一

年
『
神
奈
川
県
治
一

覧
表
』
に
よ
っ

て

特
産
物
を
み
る
と
次
の

通

り
で
あ
る
。

高

座

郡

－
小
麦
・

茶
・

繭
・

桃
・

松
露
・

三
昧
漬

多

摩

郡

－
繭
・

蚕
種
紙
・

生
糸
・

藍
玉
・

八
王
子
博
多
・

黒
八
丈
・

縞
八
丈
・

牛
蒡
・

大
根
・

唐
茄
子
・

薩
摩
芋
・

里
芋
・

真
桑
瓜
・

小
麦
粉
・

梨
子
・

柿

・

栗
・

桃
・

梅
・

柚
子
・

山
葵
・

蕨
・

目
籠
・

莚
・

茅
根
・

雪
駄
表
・

竹
・

薪
・

炭
・

石
灰
・

多
摩
川
紙
・

多
摩
川
鮎
・

鹿
・

猿

愛

甲

郡

－
生
糸
・

縷
糸
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津
久
井
郡

－
川
和
縞
・

生
糸
・

縷
糸
・

繭

繭
・

生
糸
を
特
産
と
す
る
こ

の

地
帯
で

も
、

内
部
に
は
、

在
来
か
ら
の

織
物
生
産
が
行
わ
れ
、

ま
た
他
に

も
多
様
な
特
産
物
が
、

生
産
量
は
少
な

い

に

せ
よ
商
品
化
さ
れ
て

い

た
こ

と
が
わ
か
る
。

相

模

川

以

西

四

郡

相
模
川
以
西
四
郡
の

う
ち
、

足
柄
上
・

下
郡
で

水
田
化
率
が
高
い

の

は
、

酒
匂
川
沿
岸
平
野
部
を
内
包
す
る
か
ら
で

あ
る
。

こ

こ

で
の

特
徴
は
、

普
通
畑
の

作
付
体
系
の
一

部
に
、

商
品
作
物
で

あ
る
煙
草
な
い

し
は
実
綿
が
組
み
込
ま
れ
、

一

方
、

桑
園
・

茶
園

な
ど
の

永
年
作
物
栽
培
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い

と
い

う
点
に

あ
る
。

こ

こ

に
は
、

開
港
の

経
済
的
影
響
は
全
く
と
い
っ

て
よ
い

ほ
ど
み
ら
れ
ず
、

む
し
ろ
、

旧
幕
期
を
通
し
て

農
業
が
順
調
に

発
展
し
、

そ
の

結
果
と
し
て
、

足
柄
上
郡
、

大
住
郡
の

曽
屋
村
を
中
心
と
し
た
煙
草
作
地
帯
が
形
成
さ

れ
て

い

る
。

『
県
治
一

覧
表
』
は
、

こ

の

四
郡
に
つ

き
次
の

名
産
を
掲
げ
て
い

る
。

淘

綾

郡

－
魚
介

足

柄

下

郡

－
湯
ノ

花
・

紫
蘇
巻
梅
・

木
地
挽
物
・

寄
木
指
物
・

炭
・

建
築
石
・

蜜
柑
・

〓

魚
・

塩
辛

足

柄

上

郡

－
米
・

煙
草
・

炭

大

住

郡

－
煙
草
・

落
花
生
・

菜
子
・

蔬
菓

こ

れ
に
よ
れ
ば
、

煙
草
作
地
帯
で

も
、

商
品
作
物
は
単
一

化
せ
ず
、

落
花
生
・

菜
種
・

そ
の

他
そ
さ
い
・

果
実
な
ど
の

商
品
化
が
み
ら
れ
る
。

ま

た
、

足
柄
上
・

下
郡
で
は
、

『
農
産
表

』
所
掲
の

麻
・

椎
茸
・

漆
汁
の

ほ
か
、

山
間
部
で

い

わ
ゆ
る
箱
根
細
工
と
い

わ
れ
る
寄
木
指
物
・

炭
・

石
材
・

果
実
な
ど
、

多
様
な
産
出
が
あ
り
、

一

方
、

淘
綾
・

足
柄
下
郡
の

沿
海
部
で
は
魚
獲
物
と
そ
の

加
工

が
み
ら
れ
る
。

©神奈川県立公文書館


	はじめに
	総説



